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エレクトロパラトグラム(EPG)および 

サウンドスペクトログラム(SPG)資料 

―日本語の V、CV および CSV 構造―* 
 

桐越 舞† 

 

キーワード： エレクトロパラトグラフィ、サウンドスペクトログラム、 

日本語共通語、国際音声記号(IPA) 

 

1 はじめに 

本稿は、日本語の音声について、エレクトロパラトグラフィ

(Erectropalatography, EPG)によって収録した日本語共通語の基礎資料を公

開することを目的としている。 

EPG は主に歯科医師や言語聴覚士による言語臨床で使用されているが 

(吉沢典男 1984、藤原百合・山本一郎 2006、松井理直 2017)、それに限らず、

言語学・音声学の分野においても、言語の特徴を明らかにすることができ

る有益な研究方法のひとつであると言える。電極が埋め込まれた人工口蓋

を装着した被験者が、調音時に舌を口蓋のどの部分にどの程度接着させて

いるのかをデジタル記録することで、調音位置やその面積、調音法による

舌運動の差異などを連続的に見ることができる。舌や口蓋に直接塗料を塗

る静的パラトグラフィ(福盛貴弘・桐越舞 2012)に対し、動的パラトグラフ

ィと呼ばれる。リオン社が 1978 年より製造・販売したダイナミックパラト

                                                           
*本稿の執筆にあたり、山本歯科医院矯正歯科クリニックの山本一郎先生にご協力いただき、

人工口蓋の作成、器材の提供および助言を受けた。この場を借りてお礼申し上げる。 
†大東文化大学非常勤講師／茅ヶ崎リハビリテーション専門学校非常勤講師 
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グラフ (Dynamic Palatoglaphy, DP)によって、日本語共通語 (城生佰太郎

1984、Sawashima and Kiritani 1985)や方言研究 (杉藤美代子・大谷良子 1980、

高田正治 1989)が行われた。しかし、器材そのものや、人工口蓋を個別に

作成するための多額の研究費用が必要なためか、この研究方法が広く普及

することはなく、DP は 1996 年に販売を終了した。 

2000 年代に入ると、Articulate Instruments 社の Win EPG による研究が行

われるようになった (Nakamura 2005、Kawahara and Matsui 2017)。DP に比

べ廉価で、サンプリングレートも DP の 64Hz から 100Hz になり、日本国

内で Win EPG 用の人工口蓋が作成されるようにもなった。また、Win EPG

の動画を収めた研究成果も登場した (山本一郎・藤原百合監修 2009)。なお、

静的パラトグラフィも近年再評価されつつあり (青井隼人 2010、竹石絵

梨・福盛貴弘 2015)、動的・静的に関わらず、日本語のパラトグラフィ研

究は新たな展開を迎えている。 

EPG を用いて日本語を総体的に見た研究は、静的パラトグラフィ (荒井

賢一 1958)、DP (国立国語研究所 1990、大西雅行 1996)、Win EPG (Kochetov 

2018)のそれぞれで行われている。これらは日本語の限られた母音・子音で

なく、五十音を対象としたものである。特に国立国語研究所 (1990)は EPG

の遷移図を全データ掲載しており、基礎資料として非常に価値のあるもの

である。しかし、2000 年以降、Win EPG におけるこのような大きな資料は、

管見の限り見当たらない。そこで、日本語共通語の 1 モーラにあたる V、

CVおよびCSV構造の音について、Win EPGによる収録資料を極力 raw data

に近い形で公開する。音声の原波形・広帯域サウンドスペクトログラム 

(SPG)・EPG の遷移データを同期呈示したものに加え、EPG の累積データ

を接触率と接触点に分けて呈示する。 

 本稿の資料は、日本語共通語話者 1 名によるデータである。いち正常者

の EPG として、他の EPG や静的パラトグラフィ、あるいは、内省との比

較として利用されたい。 
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2 方法 

2.1 収録方法 

 本稿における被験者、収録条件は以下のとおりである。同収録場所で作

成依頼したオーダーメイドの EPG Palate (人工口蓋)を硬口蓋に装着し、装

着状態に慣れる時間を置いてから音声を収録した。いずれも複数回収録し

ているが、最も調音の明瞭であったものを資料として採用した。音声のサ

ンプリングレートは 22050Hz・16bit・モノラルで、EPG のサンプリングレ

ートは 100Hz である。また、人工口蓋の接触地点と調音位置の対応関係は

図 A のとおりである。 

 

被験者  桐越舞 27 歳 女性 言語形成地1：埼玉県草加市 

収録日時  2012 年 12 月 12 日 

収録場所  山本歯科医院矯正歯科クリニック (兵庫県西宮市) 

収録器材  Articulate Instruments Limited 社製 Win EPG 

      EPG Palate 

SONY 社製コンデンサマイクロホン ECM-MS957 

 

 

図 A：人工口蓋の接触地点と調音位置の対応 

 

                                                           
1 言語形成期を過ごした場所。 

歯茎 

後部歯茎 

硬口蓋 

軟口蓋 
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2.2 収録資料 

 音節構造別の収録資料は表 1 のとおりである。日本語の 1 モーラに相当

する音を網羅するために、文部科学省「外来語の表記」に含まれる音も採

用した。 

表 2 は図表番号および IPA 表記の一覧である。IPA はいわゆる典型例 (福

盛貴弘 2010)ではなく、実際の調音を簡略表記した。被験者の個別的特徴

は以下のとおりである。 

 

(1) 明確な調音を意識したため、しばしば母音の半長化[ˑ]や長化[ː]がみ

られる。 

(2) ザ行の「ザ・ジ・ズ・ゼ・ゾ」とダ行の「ダ・ヂ・ヅ・デ・ド」を

呈示しているが、被験者に「ジ」と「ヂ」、「ズ」と「ヅ」の弁別は

ない。 

(3) ハ行の「ハ・ヘ・ホ」の典型は無声声門摩擦音[h]だと言われるが、

「ハ」「ヘ」は無声軟口蓋摩擦音[x]、「ホ」は無声口蓋垂摩擦音[χ]が

観察された。 

(4) ラ行の典型は有声歯茎はじき音[ɾ]だと言われるが、「ラ」は有声歯茎

側面接近音[l]、「レ」は有声歯茎側面はじき音[ɺ]が観察された。さら

に、語頭でのはじき音・側面はじき音の調音が困難であるのか、「リ」

[əɾjiˑ]のように、わずかに母音[ə] (あいまい母音、schwa)の挿入が起こ

る。 

(5) ヴァ行は「ヴァ」のみ有声唇歯摩擦音[v]で、それ以外は有声唇歯は

じき音[ⱱ ]が観察された。 

(6) 母音[ɯ]の中舌化[ɯ]は「ス・ツ・ズ (ヅ)」で起こると言われるが、

その他の口蓋化＋ウ[jɯ]でも中舌化が観察された。 

(7) 「クァ」や「グァ」は、子音と母音の間にわずかに有声軟口蓋接近

音[ ɰ ]が観察される。[ w ]で表記される「クワ」や「グワ」とは異なる。 

 

図 B は 3 章の資料の凡例である。各資料は上下二段からなり、上段は原

波形・広帯域サウンドスペクトログラム (SPG)・EPG の遷移図を同時間軸
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上で呈示したものである。資料全体は 850ms の表示幅2で、時間軸は図の左

から右方向である。EPG の遷移データは 10ms 間隔の 4 段表示で、表示順

は矢印のように上から右斜め下、最下段まで行ったら右の最上段へと移る。

下段は EPG の累積図で、下段左は SPG の表示範囲3の接触地点ごとの接触

率である。図 B では軟口蓋の左端に「27」右端に「18」とあり、これはそ

れぞれ上段の SPG 表示範囲を 100%としたとき左端は「27%」、右端は「18%」

接触していたことを表す。他の地点は「0」なので、SPG の表示範囲中一

度も接触がないことを意味する。下段右は SPG の表示範囲の接触点である。

どの程度接触していたかは関係なく、SPG 表示範囲中に一度でも接触があ

れば塗りつぶされて表示される。これは静的パラトグラフィにおける結果

に近似したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           
2 表示幅の設定は目視のため、「約 850ms」である。発話までの口蓋接触を収めるため、発

話は図の右寄りになっている。 
3 -VOT を除いた SPG 上の子音・母音を計測範囲とした。 
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表 1：収録資料一覧 

 V 構造 CV 構造 CSV 構造 

ア行 ア イ ウ エ オ  

カ行  カ キ ク ケ コ キャ キュ キョ 

クァ クィ クェ クォ 

ガ行 ガ ギ グ ゲ ゴ ギャ ギュ ギョ 

グァ 

サ行 サ シ ス セ ソ シャ シュ ショ 

シェ 

ザ行 ザ ジ ズ ゼ ゾ ジャ ジュ ジョ 

ジェ 

タ行 タ チ ツ テ ト チャ チュ チョ 

チェ 

ツァ ツィ ツェ ツォ 

ティ トゥ テュ 

ダ行 ダ ヂ ヅ デ ド ディ ドゥ デュ 

ナ行 ナ ニ ヌ ネ ノ ニャ ニュ ニョ 

ハ行 ハ ヒ フ ヘ ホ ヒャ ヒュ ヒョ 

ファ フィ フェ フォ 

フュ 

バ行 バ ビ ブ ベ ボ ビャ ビュ ビョ 

パ行 パ ピ プ ペ ポ ピャ ピュ ピョ 

マ行 マ ミ ム メ モ ミャ ミュ ミョ 

ヤ行 ヤ ユ ヨ イェ 

ラ行 ラ リ ル レ ロ リャ リュ リョ 

ワ行 ワ ウィ ウェ ウォ 

ヴァ行 ヴァ ヴィ ヴ 

ヴェ ヴォ 

ヴュ 

その他 ヲ ン  
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表 2：図表番号および IPA 表記 

ア行  サ行 

図 1-1：「ア」 [aˑ] 

図 1-2：「イ」 [iˑ] 

図 1-3：「ウ」 [ɯˑ] 

図 1-4：「エ」 [eˑ] 

図 1-5：「オ」 [oˑ] 

図 4-1：「サ」 [saˑ] 

図 4-2：「シ」 [ɕiˑ] 

図 4-3：「ス」 [sɯˑ] 

図 4-4：「セ」 [seˑ] 

図 4-5：「ソ」 [soˑ] 

図 4-6：「シャ」 [ɕaˑ] 

図 4-7：「シュ」 [ɕɯˑ] 

図 4-8：「ショ」 [ɕoˑ] 

図 4-9：「シェ」 [ɕe] 

カ行 

図 2-1：「カ」 [kaˑ] 

図 2-2：「キ」 [kjiˑ] 

図 2-3：「ク」 [kɯˑ] 

図 2-4：「ケ」 [keˑ] 

図 2-5：「コ」 [koˑ] 

図 2-6：「キャ」 [kjaˑ] 

図 2-7：「キュ」 [kjɯˑ] 

図 2-8：「キョ」 [kjoˑ] 

図 2-9：「クァ」 [kɰaˑ] 

図 2-10：「クィ」 [kɰiˑ] 

図 2-11：「クェ」 [kɰeˑ] 

図 2-12：「クォ」 [kɰoˑ] 

ザ行 

図 5-1：「ザ」 [ʣaː] 

図 5-2：「ジ」 [ʥiː] 

図 5-3：「ズ」 [ʣɯː] 

図 5-4：「ゼ」 [ʣeː] 

図 5-5：「ゾ」 [ʣoː] 

図 5-6：「ジャ」 [ʥaˑ] 

図 5-7：「ジュ」 [ʥɯˑ] 

図 5-8：「ジョ」 [ʥoˑ] 

図 5-9：「ジェ」 [ʥe] ガ行 

図 3-1：「ガ」 [ɡaː] 

図 3-2：「ギ」 [ɡjiː] 

図 3-3：「グ」 [ɡɯː] 

図 3-4：「ゲ」 [ɡeː] 

図 3-5：「ゴ」 [ɡoː] 

図 3-6：「ギャ」 [ɡjaˑ] 

図 3-7：「ギュ」 [ɡjɯˑ] 

図 3-8：「ギョ」 [ɡjoˑ] 

図 3-9：「グァ」 [ɡɰa] 
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タ行  ナ行 

図 6-1：「タ」 [taˑ] 

図 6-2：「チ」 [ʨiˑ] 

図 6-3：「ツ」 [ʦɯˑ] 

図 6-4：「テ」 [teˑ] 

図 6-5：「ト」 [toˑ] 

図 6-6：「チャ」 [ʨa] 

図 6-7：「チュ」 [ʨɯ] 

図 6-8：「チョ」 [ʨo] 

図 6-9：「チェ」 [ʨe] 

図 6-10：「ツァ」 [ʦa] 

図 6-11：「ツィ」 [ʦi] 

図 6-12：「ツェ」 [ʦe] 

図 6-13：「ツォ」 [ʦo] 

図 6-14：「ティ」 [tji] 

図 6-15：「トゥ」 [tɯ] 

図 6-16：「テュ」 [tjɯ] 

図 8-1：「ナ」 [naˑ] 

図 8-2：「ニ」 [njiˑ] 

図 8-3：「ヌ」 [nɯˑ] 

図 8-4：「ネ」 [neˑ] 

図 8-5：「ノ」 [noˑ] 

図 8-6：「ニャ」 [njaˑ] 

図 8-7：「ニュ」 [njɯˑ] 

図 8-8：「ニョ」 [njoˑ] 

ハ行 

図 9-1：「ハ」 [xaˑ] 

図 9-2：「ヒ」 [çiˑ] 

図 9-3：「フ」 [ɸɯˑ] 

図 9-4：「ヘ」 [xeˑ] 

図 9-5：「ホ」 [χoˑ] 

図 9-6：「ヒャ」 [ça] 

図 9-7：「ヒュ」 [çɯ] 

図 9-8：「ヒョ」 [ço] 

図 9-9：「ファ」 [ɸa] 

図 9-10：「フィ」 [ɸji]  

図 9-11：「フェ」 [ɸeˑ] 

図 9-12：「フォ」 [ɸoˑ] 

図 9-13：「フュ」 [ɸjɯ] 

ダ行 

図 7-1：「ダ」 [daˑ] 

図 7-2：「ヂ」 [ʥiˑ] 

図 7-3：「ヅ」 [ʣɯˑ] 

図 7-4：「デ」 [deˑ] 

図 7-5：「ド」 [doˑ] 

図 7-6：「ディ」 [dji] 

図 7-7：「ドゥ」 [dɯ] 

図 7-8：「デュ」 [djɯ] 
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バ行  ヤ行 

図 10-1：「バ」 [baˑ] 

図 10-2：「ビ」 [bjiˑ] 

図 10-3：「ブ」 [bɯˑ] 

図 10-4：「ベ」 [beˑ] 

図 10-5：「ボ」 [boˑ] 

図 10-6：「ビャ」 [bja] 

図 10-7：「ビュ」 [bjɯ] 

図 10-8：「ビョ」 [bjo] 

図 13-1：「ヤ」 [jaˑ] 

図 13-2：「ユ」 [jɯˑ] 

図 13-3：「ヨ」 [joˑ] 

図 13-4：「イェ」 [je] 

ラ行 

図 14-1：「ラ」 [laˑ] 

図 14-2：「リ」 [əɾjiˑ] 

図 14-3：「ル」 [əɾɯˑ] 

図 14-4：「レ」 [əɺeˑ] 

図 14-5：「ロ」 [əɺoˑ] 

図 14-6：「リャ」 [əɾja] 

図 14-7：「リュ」 [əɾjɯ] 

図 14-8：「リョ」 [əɾjo] 

パ行 

図 11-1：「パ」 [paˑ] 

図 11-2：「ピ」 [pjiˑ] 

図 11-3：「プ」 [pɯˑ] 

図 11-4：「ペ」 [peˑ] 

図 11-5：「ポ」 [poˑ] 

図 11-6：「ピャ」 [pja] 

図 11-7：「ピュ」 [pjɯ] 

図 11-8：「ピョ」 [pjo] 

ワ行 

図 15-1：「ワ」 [waˑ] 

図 15-2：「ウィ」 [wji] 

図 15-3：「ウェ」 [we] 

図 15-4：「ウォ」 [wo] マ行 

図 12-1：「マ」 [maˑ] 

図 12-2：「ミ」 [mjiˑ] 

図 12-3：「ム」 [mɯˑ] 

図 12-4：「メ」 [meˑ] 

図 12-5：「モ」 [moˑ] 

図 12-6：「ミャ」 [mja] 

図 12-7：「ミュ」 [mjɯ] 

図 12-8：「ミョ」 [mjo] 

ヴァ行 

図 16-1：「ヴァ」 [va] 

図 16-2：「ヴィ」 [ⱱ ji] 

図 16-3：「ヴ」 [ⱱɯ] 

図 16-4：「ヴェ」 [ⱱ e] 

図 16-5：「ヴォ」 [ⱱ o] 

図 16-6：「ヴュ」 [ⱱ jɯ] 

図 17-1：「ヲ」 [oˑ] 

図 17-2：「ン」 [Nˑ] 
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「ア」[aˑ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ア」[aˑ] 

 

図 B：資料の凡例 

 

 

 

EPG遷移図 

原波形 

サウンドスペクトログラム 

EPG累積図 

接触率 接触点 
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3 資料 

 

 

「ア」[aˑ] 

 

 

 

「ア」[aˑ] 

 

図 1-1：「ア」[aˑ] 
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「イ」[iˑ] 

 

 

 

「イ」[iˑ] 

 

図 1-2：「イ」[iˑ] 
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「ウ」[ɯˑ] 

 

 

 

「ウ」[ɯˑ] 

 

図 1-3：「ウ」[ɯˑ] 
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「エ」[eˑ] 

 

 

 

「エ」[eˑ] 

 

図 1-4：「エ」[eˑ] 
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図 2-3：「ク」[kɯˑ] 
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図 2-4：「ケ」[keˑ] 
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図 2-5：「コ」[koˑ] 
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図 2-6：「キャ」[kjaˑ] 
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図 2-9：「クァ」[kɰaˑ] 
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図 2-11：「クェ」[kɰeˑ] 
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図 2-12：「クォ」[kɰoˑ] 
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図 3-1：「ガ」[ɡaː] 
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図 3-2：「ギ」[ɡjiː] 
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図 3-3：「グ」[ɡɯː] 
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図 3-5：「ゴ」[ɡoː] 
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図 3-9：「グァ」[ɡɰa] 
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図 4-1：「サ」[saˑ] 
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図 4-6：「シャ」[ɕaˑ] 
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図 4-8：「ショ」[ɕoˑ] 
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図 5-1：「ザ」[ʣaː] 
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図 5-4：「ゼ」[ʣeː] 
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図 5-5：「ゾ」[ʣoː] 
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図 5-8：「ジョ」[ʥoˑ] 
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図 6-4：「テ」[teˑ] 
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図 6-6：「チャ」[ʨa] 
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図 6-8：「チョ」[ʨo] 
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図 6-10：「ツァ」[ʦa] 
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図 6-11：「ツィ」[ʦi] 
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図 6-12：「ツェ」[ʦe] 
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図 6-13：「ツォ」[ʦo] 
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図 6-14：「ティ」[tji] 
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図 6-15：「トゥ」[tɯ] 
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図 6-16：「テュ」[tjɯ] 
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図 7-2：「ヂ」[ʥiˑ] 
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図 7-4：「デ」[deˑ] 
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図 7-5：「ド」[doˑ] 
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図 7-6：「ディ」[dji] 
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図 7-8：「デュ」[djɯ] 
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図 8-2：「ニ」[njiˑ] 
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図 8-6：「ニャ」[njaˑ] 
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図 8-8：「ニョ」[njoˑ] 
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図 9-1：「ハ」[xaˑ] 
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図 9-4：「ヘ」[xeˑ] 
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図 9-5：「ホ」[χoˑ] 
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図 9-8：「ヒョ」[ço] 
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図 9-9：「ファ」[ɸa] 
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図 9-10：「フィ」[ɸji] 
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図 9-11：「フェ」[ɸeˑ] 
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図 9-12：「フォ」[ɸoˑ] 
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図 10-6：「ビャ」[bja] 
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図 11-3：「プ」[pɯˑ] 

 



一般言語学論叢第 21 号 (2018) 197 

 

 

 

 

「ペ」[peˑ] 

 

 

 

「ペ」[peˑ] 
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図 12-3：「ム」[mɯˑ] 

 



一般言語学論叢第 21 号 (2018) 205 

 

 

 

 

「メ」[meˑ] 

 

 

 

「メ」[meˑ] 

 

図 12-4：「メ」[meˑ] 

 



206 一般言語学論叢第 21 号 (2018) 

 

 

 

 

「モ」[moˑ] 

 

 

 

「モ」[moˑ] 
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図 12-7：「ミュ」[mjɯ] 
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「ミョ」[mjo] 

 

 

 

「ミョ」[mjo] 

 

図 12-8：「ミョ」[mjo] 
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「ヤ」 [jaˑ] 

 

 

 

「ヤ」[jaˑ] 

 

図 13-1：「ヤ」[jaˑ] 
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「ユ」[jɯˑ] 

 

 

 

「ユ」[jɯˑ] 

 

図 13-2：「ユ」[jɯˑ] 
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「ヨ」[joˑ] 

 

 

 

「ヨ」[joˑ] 

 

図 13-3：「ヨ」[joˑ] 
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「イェ」[je] 

 

 

 

「イェ」[je] 

 

図 13-4：「イェ」[je] 
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「ラ」[laˑ] 

 

 

 

「ラ」[laˑ] 

 

図 14-1：「ラ」[laˑ] 
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「リ」[əɾjiˑ] 

 

 

 

「リ」[əɾjiˑ] 

 

図 14-2：「リ」[əɾjiˑ] 
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「ル」[əɾɯˑ] 

 

 

 

「ル」[əɾɯˑ] 

 

図 14-3：「ル」[əɾɯˑ] 

 



一般言語学論叢第 21 号 (2018) 217 

 

 

 

 

「レ」[əɺeˑ] 

 

 

 

「レ」[əɺeˑ] 

 

図 14-4：「レ」[əɺeˑ] 
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「ロ」[əɺoˑ] 

 

 

 

「ロ」[əɺoˑ] 

 

図 14-5：「ロ」[əɺoˑ] 
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「リャ」[əɾja] 

 

 

 

「リャ」[əɾja] 

 

図 14-6：「リャ」[əɾja] 
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「リュ」[əɾjɯ] 

 

 

 

「リュ」[əɾjɯ] 

 

図 14-7：「リュ」[əɾjɯ] 

 

  

  

  



一般言語学論叢第 21 号 (2018) 221 

 

 

 

 

「リョ」[əɾjo] 

 

 

 

「リョ」[əɾjo] 

 

図 14-8：「リョ」[əɾjo] 
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「ワ」[waˑ] 

 

 

 

「ワ」[waˑ] 

 

図 15-1：「ワ」[waˑ] 
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「ウィ」[wji] 

 

 

 

「ウィ」[wji] 

 

図 15-2：「ウィ」[wji] 
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「ウェ」[we] 

 

 

 

「ウェ」[we] 

 

図 15-3：「ウェ」[we] 
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「ウォ」[wo] 

 

 

 

「ウォ」[wo] 

 

図 15-4：「ウォ」[wo] 
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「ヴァ」[va] 

 

 

 

「ヴァ」[va] 

 

図 16-1：「ヴァ」[va] 
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「ヴィ」[ⱱ ji] 

 

 

 

「ヴィ」[ⱱ ji] 

 

図 16-2：「ヴィ」[ⱱ ji] 
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「ヴ」[ⱱɯ] 

 

 

 

「ヴ」[ⱱɯ] 

 

図 16-3：「ヴ」[ⱱɯ] 
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「ヴェ」[ⱱ e] 

 

 

 

「ヴェ」[ⱱ e] 

 

図 16-4：「ヴェ」[ⱱ e] 
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「ヴォ」[ⱱ o] 

 

 

 

「ヴォ」[ⱱ o] 

 

図 16-5：「ヴォ」[ⱱ o] 
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「ヴュ」[ⱱ jɯ] 

 

 

 

「ヴュ」[ⱱ jɯ] 

 

図 16-6：「ヴュ」[ⱱ jɯ]   
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「ヲ」[oˑ] 

 

 

 

「ヲ」[oˑ] 

 

図 17-1：「ヲ」[oˑ] 
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「ン」[Nˑ] 

 

 

 

「ン」[Nˑ] 

 

図 17-2：「ン」[Nˑ] 
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A list of Electropalatograms 

and Sound Spectrograms: 

V, CV and CSV syllables in Japanese 

 

Mai KIRIKOSHI 

 

This paper provides a list of electropalatograms and sound spectrograms for a 

total of 137 mono-moraic V, CV and CSV syllables in Japanese, which would be 

expected to serve as reference data for other comparative research. All the 

electropalatogrphic and sound spectrographic data were collected by a female na-

tive speaker of the Saitama dialect with normal articulation. 
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